
　　　演習問題③　宿泊を伴う旅行の通勤調整

旅行期間：８月２５日（水）～８月２６日（木）　２日１泊

出発地：自宅（最寄駅：八戸駅）

用務地：ホテルＡ（最寄駅：弘前駅　所在地：青森県弘前市）

帰着地：三八小学校（最寄駅：八戸駅）

通勤手当認定状況：四輪自動車（片道８．２㎞）

路程：８月２５日（水）

　　　自宅→７．３㎞（私用自動車）→八戸駅→（はやぶさ）→新青森駅→（奥羽本線）→弘前駅→（徒歩）→ホテルＡ

　　　８月２６日（木）

　 　 ホテルＡ→（徒歩）→弘前駅→（特急つがる※）→新青森駅→（はやぶさ）→八戸駅 

　　　→１７．７km（私用自動車）→学校

　　　※　公務上必要であると認められ、帰路の弘前～新青森間は特急つがるを利用。

参考：旅費関係質疑応答集（平成３１年４月）Ｐ１２、４０

　　　講義資料Ｐ１～４、７～８

　　　旅費請求に係る事務処理について（令和３年２月２４日付け青三教第２０５８号）資料３の９（１）、（２）

（解説）・出発地が自宅のため、通勤調整を行う。

　　　・旅行出発日の自動車使用距離から片道の通勤手当相当距離を減額調整する。マイナスとなるため０ｋｍ。

　　　・鉄道路程が１００㎞以上かつ特急区間の路程が５０㎞以上１００㎞未満のため、指定席特急料金での支給となる。

　　　・８月２５日（水）、２６日（木）は繁忙期のため、指定席特急料金は通常期の２００円増しとなる。

　　　・宿泊を伴う県内旅行のため、１日につき２００円の旅行雑費が支給される。

　　　・乙地方宿泊のため、１夜当たり９，８００円の宿泊料が支給される。

　　　・在来線の特急・急行列車から新幹線に乗り継いでいるため、在来線の特急・急行料金は半額になる。

　　　・備考欄に「私用自動車使用」および通勤手当認定状況を記入すること。

（補足）・公務上必要であると認められて新青森～弘前間で特急つがるを利用した場合は、自由席特急料金を支給する。

私用自動車使用

通勤手当認定状況：四輪自動車（片道８．２km）
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